
科研費若手支援プラン（ＣＩＯ）
－次代の学術・イノベーションの担い手のために－

【基本的な考え方】
博士人材育成と軌を一つにして、研究者のキャリアに応じた効果的な支援策を切れ目無く展開
→ 目指す研究者・研究環境のイメージ：「より挑戦的に、より自律的に、より開放的に」”More Challenging ,More Independent, More Open”
※若手のロールモデルとなる中堅層への支援を含め、科研費を改革・強化
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博士号取得 （10年程度経過）

「若手研究」（～500万円、2～4年）

＜所属機関と連携した重点的な
若手の独立支援を試行＞
【目標】採択率30％超化

配分額の向上（充足率70％）

「挑戦的研究（萌芽）」（～500万円、2～3年）
「挑戦的研究（開拓）」（500～2,000万円、3～6年）

＜実績よりアイディアの斬新性を重視 【H29創設】＞
＜応募額を最大限尊重して配分（充足率は応募額の100％を基本）＞

「国際共同研究加速基金」

基盤研究（B） (500～2,000万円、3～5年)

＜若手を優先採択する枠組みを活用（*）＞
（*） 「若手研究（A）」統合に伴う経過措置

【目標】採択率30％

基盤研究（C） (～500万円、3～5年) 
【目標】採択率30％、配分額の向上（充足率70％）

「特別研究員」
→ 研究者の資質能力向上

「卓越研究員」
→ 安定的ポスト確保

機関所属なし 機関所属あり
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「国際共同研究強化（Ａ）」（～1,200万円、～3年）＜年齢要件を引き下げ（36歳→32歳（*））＞
（*） 36歳未満の者であっても、博士号取得後5年以上経過した者は応募可能

「国際共同研究強化（Ｂ）」（～2,000万円、3～6年）＜若手の参画が要件 【H30創設】＞

「帰国発展研究」（～5,000万円、～3年）＜応募要件を見直し優秀な若手の応募を促進＞

「基盤研究」

【注】平成31年1月時点で更新。採択率及び配分額はいずれも新規採択分を指す。

「研究活動スタート支援」
（～150万円/年、～2年）

【目標】採択率30％

※海外渡航時の科研費の中断・再開制度を導入【H31年度助成～】

資料１－２

※資料３－１のｐ２に掲載


